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図１ 開発した手法の処理フロー 図２ 凹凸形状付与の例

対象非可展面の取得、
三次元メッシュデータ化

三次元メッシュデータの二次元メッシュデータ化、
二次元メッシュデータと凹凸形状との対応付け

各2Dポリゴンから各3Dポリゴン
への座標変換行列取得

3Dポリゴン上での凹凸形状点群
の座標導出

凹凸形状の高さzに対する重みづけ

各3Dポリゴンの法線方向への
凹凸形状の高さz分の点群移動操作

凹凸付与された点群のメッシュ化
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製品表面に自然の風合いを持たせるた

め、製品表面の 3Dデータを木目等の凹凸

形状にしようとする場合、平面形状であれ

ばデータ編集により容易に付与することが

可能ですが、そのままでは平面に展開でき

ない非可展面形状では容易ではありませ

ん。 

 

 
本研究では、オープンソースソフトウェ

アを用いて、非可展な製品表面に木目等の

凹凸形状を付与する手法及びプログラムを

開発しました。（図１）

 

 

 図２に示すとおり、非可展な製品表面に

3Dスキャナで取得した木目の凹凸形状の

付与ができました。ただし、付与した凹凸

形状に一部歪みがあること、また、5軸加

工機を用いれば加工できますが、射出成形

用の金型の設計に必要と考えられる抜き勾

配を考慮していないなどの加工性の課題が

あることが分かりました。今後、製品化に

向けて引き続き支援を行ってまいります。 
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